
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

■開催概要 

             日     時 ： 令和 6（2024）年 11 月 8 日 (金)  

             Ｃ Ｐ Ｄ ： 3.0ｐ程度 予定（GEO-Schooling Net 申請中）  

             募 集 人 員 ： 27 名（バスの定員になり次第，締め切り予定） 

              ※博多からのバスに乗らない現地(通潤橋)集合の方も受付します。 

             募 集 期 限 ： 令和 6 年 10 月 24 日(木) 〆切 

             参 加 費 ： 学会員 3,000 円（日本応用･九州応用会員,福地協会員企業の方） 

                   ： 非会員 4,000 円 ※九州応用地質学会賛助会員企業の方 2 名まで学会員価格！  

※ 参加費には国内旅行傷害保険費用を含みます． 

             集合場所  ： JR 博多駅筑紫口貸切バス乗降場 9：00 集合 

             ・上記金額には、昼食のお弁当代とお茶代を含みます。現地集合は 1000 円引き 

・現地集合は車が多くなると駐車場が混みあい、事故のリスクが高くなるので先着で 6 台   

受付の予定です。 

・ 現地集合された方は、自分の車で移動をお願いします。なお、車の移動中の事故等につ  

いては、各自の責任にてお願い致します。 

・現地集合された方の集合場所は通潤橋前の駐車場でお願いします。11 時 30 分に集合し 

てください。 

■行程および主な内容 

        11/8（金）  9: 00     JR 博多駅筑紫口発 点呼・貸切バスにて出発 

                    9: 15～11:30  バス移動中：阿蘇火砕流堆積物について説明  

11:30～12:45  通潤橋資料館見学                CPD 時間（1：15） 

12:45～13:15 昼食 放水見学 

13:15～13:20 バス移動 

13:20～14:50 五老ヶ滝見学（阿蘇火砕流観察）    CPD 時間（1：30） 

       （講師より阿蘇火砕流堆積物についてご説明・案内して頂きます） 

14:50～15:10 バス移動 

15:10～15:25 霊台橋見学              CPD 時間（0：15） 

15:25～15:40 バス移動 

15:40～16:00 二俣橋、八角トンネル見学 【受講証明書交付】CPD 時間（0：20） 

18:30         JR 博多駅着 解散 

なお，天候により内容等は変わる場合があります．当日は小型バスにて移動します． 

現地見学を行いますので，歩きやすい靴（滝付近は長靴が良いです），服装でお越しください．  

当日の緊急連絡先：お申し込み後、見学会担当幹事の連絡先をご連絡します. 

 

■申込方法：以下の項目について，専用フォーム（下記 URL もしくは本紙上の QR コード）より申込みください． 

 

 

 

 

専用申込フォーム：
https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSfzEnIq_guUS1rRTBcrKFqMpAOYU85CVOx2idM6P1TXnFXfSw/viewform?usp=sf_link 
保険加入のため，個人情報の登録（性別・年齢）が必要となります．ご了承ください. 

なお，振込後にキャンセルが生じた場合の返金は致しませんが，後日見学会資料を送付させて頂きます． 

■申込み先：日本応用地質学会九州支部事務局 TEL：092-402-0840（代表）FAX：092-402-0844 E-mail：office@kyushu-seg.org 

〒812-0018福岡市博多区住吉3-1-80オヌキ新博多ビル３階 応用地質株式会社 九州事務所内（担当；川口小由美） 

○郵便振替口座：01780-7-130199 口座名：九州応用地質学会（通信欄に令和6年度見学会と記入下さい） 

○銀行名：ゆうちょ銀行，店番：179，預金種目：当座，店名：一七九（イチナナキュウ），口座番号：0130199 

集合場所 

博多駅筑紫口 

主催：（一社）日本応用地質学会九州支部 

九州応用地質学会 

共催：（一社）福岡県地質調査業協会 

日本応用地質学会九州支部並びに九州応用地質学会では，令和 6 年度の見学会を下記のとおり実施します． 

はじめに，国宝に指定された熊本県山都町の「通潤橋」を見学します．嘉永 7 年（1854 年）、水不足に悩む白糸台地に水を送るため、造られ

た近世最大級の石造アーチ水路橋であり、石造アーチ橋の中で唯一“放水”ができる橋です。橋の石材は阿蘇火砕流堆積物です。午後からは

阿蘇火砕流堆積物を身近に観察できる五老ヶ滝に移動し，「阿蘇火砕流堆積物１～４」について、その分布や性状等を，講師の案内のもとで巡

ります．また，通潤橋以外の石橋（霊台橋等）にも立ち寄る予定です。 

学会員並びに協会員のみなさま，多数ご参加頂きますようご案内申し上げます． 

① 参加者氏名・性別・年齢、②勤務先、③勤務先住所、④電話番号（当日連絡可能なもの）、 

⑤参加者 E-mail、⑥会員・非会員の別、⑧振込済参加費額 

国宝 通潤橋と阿蘇火砕流堆積物を巡る 専用申込ﾌｫｰﾑ 

はこちら ↓ 

博多口 

（ 一 社 ） 日 本 応 用 地 質 学 会 九 州 支 部 ・ 九 州 応 用 地 質 学 会  令 和 ６ 年 度 見 学 会 

https://www.pref.kumamoto.jp/soshiki/125/185362.html 

熊本県 HP「祝！「通潤橋国宝指定」より 

国宝指定 通潤橋とその石材 

https://kumamoto.guide/spots/detail/11819 

五老ヶ滝（阿蘇火砕流堆積物の観察） 

九 州 支 部 

熊本県公式観光サイトより 


